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⑦事後評価の結果

結　　　果

従前値（24年度） 目標値（28年度） 実績値

0 2 0
結　　　果

従前値（24年度） 目標値（28年度） 実績値

89.1% 83.3%84.1%

川口市社会資本総合整備計画等の全要素事業において事業を実
施したが、市民意識調査の総合結果に貢献できなかった。

⑤活用された空き家住宅等

公営住宅等整備事業により24・25年度に青木住宅（98戸）の建替事
業を実施したが、前川住宅の着工が遅れたことにより目標値に満た
なかった。

②「市営住宅における中高層住宅の耐震化」

結　　　果

結　　　果
従前値（24年度） 目標値（28年度） 実績値

0% 32.8% 37.9%

地域住宅計画の事後評価報告シート

１.事後評価を実施した地域住宅計画

①計画の名称

②都道府県名

③計画作成主体

⑤計画の目標

⑥実施体制・時期

川口市全域地域住宅計画

埼玉県

川口市

平成24年度～28年度

『誰もが安心して安全に暮らせる住まいづくりを推進する。』

④計画期間

２.事後評価の内容

川口市・平成29年3月

①「市営住宅の戸数」

市内における市営住宅の戸数

平成28年度末における現況調査

2,649戸 2,730戸 2,657戸

従前値（24年度） 目標値（28年度） 実績値

平成28年度末における現況調査

改善目標とした工事のほか、エレベーターの耐震化改善に取組んだ
ことにより、目標値を上回った。

④今後も川口市に住み続けたいと回答した割合

従前値（24年度） 目標値（28年度） 実績値

91.1% 95.6% 97.8%

平成28年度末における現況調査

耐震化の対象となる中高層の市営住宅における耐震化された棟数
の割合

芝2丁目住宅、朝日高層住宅の耐震補強工事が完了した。また、青
木住宅の建替が完了し、耐震性の無い領家高層住宅を用途廃止の
計画としたため、目標値を上回った。

③「市営住宅ストック総合改善工事の実施率」

（ストック総合改善実施率）＝（改善した工事数）/（昭和40年以降建
設の住宅で、平成28年度までに修繕周期を迎える対象工事数）

結　　　果

結果の分析

定　　　義

結果の分析

平成28年度末における現況調査

居住環境の整備改善及び地域の活性化に資する交流施設等として
活用された空き家住宅等

平成28年度末における現況調査

定　　　義

結果の分析

結果の分析

定　　　義

「川口市民意識調査による市民の居住意向割合」



⑦事後評価の結果

結果の分析 応募が１件も無かったため、目標値は達成できなかった。

⑨今後の住宅施策の取組への反映

⑧結果の公表方法 川口市のインターネットにて公表を行う。

３．事後評価の結果を踏まえた今後の住宅施策の取組への反映等

指標①

指標②

指標③

川口市営長寿命化計画において、将来の必要ストック量を算出したことから、当該計画に基
づいたストック量を確保していく。また、施設マネジメントの観点から、建替計画は集約化を前
提とし、将来の財政需要の低減を図る。

建替や用途廃止の予定がなく耐震補強が必要な団地は残り一つ（2％）であったが、この団地
も集約建替として位置づけることにより、耐震性のない全団地の早期解消を図る。

修繕周期計画のほか、日常点検も併せて実施することにより、予防保全型の修繕となるよう
計画する。

※この事後評価は別添の地域住宅計画について行ったものである。

指標④

指標⑤

⑩その他

平成29年度より新たな整備計画を策定し、事業進捗を図る。

目標値の達成に向け、本事業の更なる周知を図る。














